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2.研 究のね らい ・目的

この研究 は、同 じ研究課題のもと、平成5年 度 と6年 度に重点領域研究の一つと して認 めら

れ実施 して きた研究の実質的な継続である。 したが って研究 目的は、昨年度に引き続き、 「世

界単位」という地域概念を用いて地球世界を分析 してみることにある。

今 日ほど 「地域」が注 目されている時代はない。多様な文脈で 「地域」が語 られ、地域の意

味する範域 ・概念 もさまざまである。交通 ・情報メディアの発達に伴い、世界の 「地域」 は身

近な ものとなった。反面、、個々の 「地域」では、技術文明、近代的価値観 とい った普遍的なる

ものに直面 し、その対応を余儀な くされている。地域の存在性そのものが問われつつある、と

いって もよい。 「地域の再発見」ともいえる現象は、 この普遍的なるものが、すでに世界の多

様な地域の隅々まで浸透 し、そ こで地域の固有性の存続を巡 って今 まさに 「地域」と対峙 して

いることの証左 とも言える。

こうした状況の中で、 「地域」を世界の中か ら括 り出 し、それぞれが固有の価値体系 と歴史

性を もった存在であり、世界がそれ ら 「地域」の連関か ら成 り立つ ことを示す地域概念 として

「世界単位」を提示 した。

「世界単位」 とは、固有な生態の作 り出す風土が、文化的 ・政治的に結び合わされて形成 さ

れた一つの地理的範囲である。生態を基盤とす る 「風土」、人間の物質的かつ精神的営為の歴

史的集積である 「文化」、それ らの紐帯あるいは統合装置としての 「政治」、 この ような異な

る次元の概念を輻鞍 させた、全 く新 しい地域概念である。言 い換えれば、国家 という近代的な

政治単位を越え、 「文明論」的な歴史の束縛か ら抜け出して、地域を認識 しようとする試みで

ある。

むろん 「世界単位」は完成 された概念ではない。その批判 ・検討を通 して、新たな地域概念
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を導き出す ことがこの研究班の近接 目的である。 しか し、究極 目的は、新たな地域概念を用い

て、21世 紀における新秩序を考える手だてとす ることである。

3.平 成6年 度の 研究経過

今年度行 った研究会は以下 の通 りである。

まず4月 に、家島彦一が 「イブン ・バ トゥータの歩いた世界」について発表を行 った。メ ッ

カ巡礼を起点に、イラク、アラビア半島を経てイン ドのデ リーに滞在、 さらにスマ トラ、泉州、

北京 にいた った旅の軌跡をたどりつつ、当時の旅行のあ りかた、異質な空間を移動する人々の

異文化との出会い ・交流の様子を紹介 し、逃避、移動(hijra)、 メ ッカ巡礼(haji)、 聖地 ・聖廟

参拝(zi海ra)、 旅 ・商売(rihla)な ど移動 こそが常態である西アジアの歴史的地域特性 について

語った。

10月には、阿部健一が 「熱帯多雨林の生み出 したもの」と題 して、かつて商人が森林産物を

得 るため到来 し、次にプランテー ション作物で世界経済 システムに組み込 まれた島喚部東南ア

ジアの熱帯多雨林 をとりあげ、このいわば 「巨大な受け身空 間」が、環境の世紀といわれ る来

世紀に何を発信できるか、について語った。

12月には、松原正毅が、 「草原 からの風景」 と題 して、ユ ーラシア大陸の遊牧 に注 目し、

「地域」を論 じた。 「遊牧の起源」からは じまり、遊牧の核心域 と周辺、 「遊牧社会」へ と論

点を展開 し、最後 は 「遊牧 と地域 間研究」について議論を行 った。生活 の根底に 「動 くこと」

が抜 き差 しな く埋め込 まれた地域 と、 「定住」 こそが人の生活であるとする地域 との、決 して

融合することのない価値観の相克が語 られた。

以上は、 「世界単位」を意識 しつつ、メンバーがそれぞれの対象地域 についてその地域特性

をそれぞれの専門領域に引き寄せて語る研究会である。こう したメンバ ーによる個々の研究会

に加え、今年度か ら新たに、地域間比較を研究の手法に加え、より広範 に東南アジア 「外」地

域研究者の参加 ・協力を仰いだ研究会をオーガナイズす ることになった。そこでは、 「世界単

位」を一つの拠 り所 としつつ、他地域の研究者 と地域概念について論究することになる。地域

概念の確立が 目的であるが、他地域との比較か ら、東南アジアが逆照射 され多層的な東南アジ

アの地域性が鮮明になることも期待 している。

この地域間研究の手始めと して、 「地域間研究の構 図(1)南 アジア と東南アジア」 と題 した研

究会を、5月 と7月 の2回 にわた り、原班 ・坪内班 と共同で開催 した。

1回 目の研究会では、東南アジア地域研究者の側か ら 「東南アジアでの地域研究の成果か ら
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南アジアをみると、どのような構造をもった世界として理解できるか」という問題提示があり、

それ に南ア ジア研究者が応対する形ですすめられた。

まず立本成文か ら 「海域世界」として東南ア ジアを再構成する試み とその基底力学 として

「つな ぐ論理」の概念提示があ り、カウンター ・ベク トル として 「わける論理 」 「くくる論理」

が示 され、南アジアは 「くくる論理」の卓越 した地域ではないか、との提起がなされた。っい

で、高谷か らは世界をゆるやかな 「地域単位」に区切る試み として 「世界単位」論 を展開、 ヒ

ン ドゥ世界を一つの単位 として捉えた歴史的 ・生態的背景を説明 した。

辛島昇氏の冒頭発言か ら始ま った討論では、南アジア研究者か ら、地域の構造を重視 しつつ

もその関係性に注 目する見解に対す る共感が示 された一方、地域の画定 ・区分の不明瞭性(と

くに時間軸の設定に関 して)に ついて疑問が出された。参加者の専門領域の広 さもあり論点は

集約す るよ りも拡散 し、また両地域の研究者の用語 ・関心に微妙なズ レもあったが、その こと

自体 が東南アジア と南アジアの地域性を比較 し際立たせる地域間研究の作業で あった。

第2回 の研究会では、南アジア と東南アジアの歴史的つなが りに関心が絞 られた。まず山崎

元一が、南アジア古代史研究の成果から、北イ ン ドか らガンジス河流域へ と展開 した異民族 ・

周辺諸民族の 「アー リア化」の歴史的過程について話題を提供 した。つ いで、石井米雄が、東

南ア ジア史の視点か ら、東南アジアの 「イン ド化」について論 じ、形骸化 されたバ ラモ ンの役

割に象徴 されるように、国家形成の原理 ・思想体系 といった組織化された文化 としての 「イ ン

ド」は東南アジアに定着 しなか った ことを示 した。討論では、カース トを受容 しなか った東南

アジアの特性が主 として論 じられ、森 と海に分断 された小人 口地を抱え る生態的特性、強固な

政治装置 よりも個人の超人的パ ワーが重視 される王権、 「イン ド」の影響を総体的 ・連続的で

な くむ しろ地方的 ・断続的に受けた点が注 目された。

この都合2回 の研究会の成果は、成果報告書 シリーズNα4r東 南アジアと南 アジアー地域間

研究の視 点か ら一 』としてすでに出版された。

東南アジアを軸 に した地域間研究は、次に中東を対象地域 とした。研究会は片倉班の全面的

協力を得て、3月 に開催 した。やや詳 しくこの研究会 「地域 間研究の構 図(2)中 東と東南ア

ジア」の概要を記 してお く。

まず古川久雄が、 「風土 と変貌」 と題 して、中東 と東南アジアとの生態基盤の比較対照を行

った。中東の発生学的な原風土は、砂漠の中のオアシスであ り、有限の しか し快適なエ クメネ

ーが散在 しているのが特徴である。そこでは稠密な人間空間=都 市が早 くか ら形成され、生活

の規範と して人工的制度 ・人 間相互の契約などが世界に先立 ち成熟 した。これを古川は 「社会
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的練度」の高 さと表現する。また この外延的展開を許 さない人 口扶養力の小 さい固定 された風

土は、一気に砂漠を越え海を渡 る人の移動を生み出す根元 となった。一方、東南アジアの原風

景は、熱帯多雨林である。潜在的エ クメネーは限 りないが、その"開 拓"に は時間がかか る。

地印的に人の活動 は残 るものの、景観は近代にいたるまで大 きな変貌を遂げることはなか った。

風土の ドラステ ィックな変貌は、近年の爆発的現象であ り、その間東南アジアは、発信源たる

中東 とは対照的に、ひたす らモノ ・人 ・情報の受容体 として存在 していた、と理解する。

次 に家島彦一が 「都市 とネ ットワーク」をテーマに話題提供を行 った。家島によると、 中東

では初めに都市あ りき、であった。その都市は、周辺部か らの"自 然"な 人 口の集 中によるもの

でな く、む しろ道(ネ ットワーク)の 結 び目(ノ ー ド)に 形成された人工的な ものであった。

したが って この 「原都市」は、本来的に 「無の点」であ り、 「人 ・水 ・安全」が保証 されな く

なればす ぐに霧散 して しまう 「はかない場」である。そ して、中東 は、基本的にこう したInt

ercityNetworkが 織 りあげた緩やかな拡が りであるとす る。東南ア ジアで器(地 域)が 先行す

るのに対 し、中東はこうした中身(人)の 関係性か ら成 り立 っていることが大 きな違いである。

家島はハ ドラ ミ・ネ ッ トワークを事例に、従来の 「器」論か ら脱却 した、港市 と海域世界 とい

う、地域社会 ・国家を超えた世界像を提示 した。家島の話題提供 に対 しては、高橋美喜が東南

アジアの華僑 ・華人ネ ッ トワークの分析成果か ら、また応地利明が 「ネ ッ トワーク論」を整理

す る立場か ら、それぞれ コメン トを行 った。

第3セ ッションは、大塚和夫が話題提供を行 った。テーマは 「イスラーム と地域」である。

大塚 は、中東=イ スラーム(あ るいは中東=ア ラブ)、 と当然のように語 られて しまうことを

問題 にしている。むろんそのようなイメージを喚起 させる 「根拠」 も多い。が、中東という

「地域」を語 るときに、あえて不即不離 の関係にある 「イスラーム」をはぎ取 って、地域その

ものを透視す る作業 も必要であるとす る。中東 も 「東南アジアと同 じように」イス ラーム化さ

れた地域である、 という視点である。そうす ることによりイスラームが 「外部的」に存在 して

いるとす る東南アジアとの地域間研究に分析の枠組みを提供できるのではないか。具体的にエ

ジプ トとスーダ ンの 「民衆イスラーム」の事例を紹介 しつつ、中東のイスラーム化、イスラー

ムの地域化 について論 じた。大塚の話題提供に応 じて、加藤剛が、東南 アジアのイスラーム化

について、地域におけるイスラームの様 々な様態を示 しコメン トを行 った。

最後のセ ッションは総合討論 とし、片倉 もとこ ・高谷好一両研究代表者が冒頭発言を行い、

討論の口火をきった。討論の展開は、報告 ・コメン トとともに、成果報告書 シリーズにまとめ

る予定である。これは 『南アジアと東南アジア』に続 く、地域間研究の成果 となる。
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4.研 究の成果 と フロンティア

今年度の成果 としては次の二つがあったということができる。

第一は地域研究 とは何かに対す るコンセンサスがで きかけて来たことであ り、第二は地域研

究遂行のひとつの手法 として 「地域間研究」がいささか前進 した ことである。

1.地 域研究 とは何か?

地域研究 は学際的研究であるべ きだ、といったことは常識 とな ったが、 「何のために」地域

研究をするのか、 とい う問いに対するコンセ ンサスはまだできていなか ったように思 う。 しか

し、今年度 に入 って、それに対す る答がかな り明確になってきたように思われ る。

結論か ら先にい うと、地域研究はポス ト・モダ ンの世界秩序を探る学問である、 という考え

方である。

近代思想で突き進んできた道が、行き止まりになっているのではないか という声が高ま って

きている。今までは近代合理主義を唯一の普遍論理 として、世界の全ての地域は進んで来 ざる

をえないような状況にあった。だが、最近ではそれに反省が加え られようとしている。いわゆ

るポス ト・モダ ンが議論 される背景がここにある。

地域研究は"世 界は、 もともと異質な価値観を持った多数の 「地域」か らなるものである"

という認識から出発 している。普遍論理というような ものは本来存在 しえず、実際にはいろい

ろの論理が併存 しているのが世界 なのだか ら、その多様な論理の併存の状況を的確 に把握 しよ

う、そ してできれば、将来にわた って、それらが共存 してい く道を探 り出してみ よう、それが

地域研究の 目的である、 という認識が広が りつつある。

これは私達の班が得つつある成果の一つである。

ll.「 地域間研究」の開拓

第二の成果はいわゆる 「地域間研究」が軌道 に乗 りつつあることである。 「地域間研究」と

いうのは地域研究を進 めるに際 してのいわば新 しい手法である。

地域の性格を明 らかにす るためには、今 までの ところ、二つの方法があった。一つは研究対

象に選んだ地域を克明に研究す る方法である。該当地域については極めて詳 しく調べ、深 い研

究を行 うが、それ以外の地域のことについては殆ん ど注意を払わない。一点集 中主義である。

今ひとつは世界全体を視野において、世界の構造をまず調べ、その上で、該当地域をその構造

の中に位置付けようとする方法である。 これ らの二つの方法はいってみれば 「地域派」の方法、

「世界 システム派」の方法 とでも呼ぷことが出来る。

しか し、私達はいわば第三の方法で研究を進めようとしている。世界 は多文明の併存である、
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という視点にたって、異な った地域単位 と思われる二つの地域を比較す ることによ って、該 当

地域の性格を明 らかに しようとす るものである。本領域研究の場合だと、東南アジアの性格を

明 らかにす ることであるか ら、東南アジアを常にもうひとつの地域 と比較対照することによっ

て、東南アジアそのものの性格を明確に しようとす るものである。すでに私たちはこの視 点に

立って 「南 アジア と東南 アジア」 「中東 と東南アジア」 とい う比較研究を行 ってみた。私た ち

が 「地域間研究」 としているのは この種の研究である。

「地域間研究」はそれな りの特徴をもっている。 この方法 だと該当地域を他の地域と比較す

るのであるか ら、該当地域の性格は他とは峻別 された形でよ りディスク リー トに描き出せ る。

これは一点集中主義の時 々陥るか もしれない非能率的精査を避けうる利点がある。 さらに他地

域 と比較 しているのであるか ら、単に該当地域の個別性の把握だけでな く、該当地域を他 との

関連の中で とらえうる利点もある。 この方法 はまた、 「世界 システム派」の方法 とも違う。こ

の方法では該 当地域は独 自な価値体系を持 った、ひとつの独立 した地域であるとい う前提に立

って論を進めてい く。地球は一つの 「世界システム」に覆われている、該当地域はそのセグメ

ントに過 ぎないという考え方 とは、おのず と違 った分析にな ってい く。それは抽象的な言い方

か もしれないが地域の尊厳をまず何よりも最初 に認めた分析法である。

ポス ト・モダンの世界は一つの文明で覆われた世界になると考えるのか、それ とも多文明の

共存の世界 になると考えるのか、そのあた りの所が、研究を進めるにあたってその手法を分 け

る基本的な路線 になるのだが、当研究班では、後者の考えによって研究を進めようという姿勢

がます ます強まってきている。成果というにしては、あまりに基本的なところか もしれないが、

このあた りの所を議論 しなが ら、そ して、それを研究のフロンテ ィアと しなが ら研究会を続け

ている。

5.今 後 の課題

「総合的地域研究の概念」班では異質な地域をどう比較す るのか、地球世界の成 り立ちをど

う把握す るのか、 といったことを研究範囲として、公募研究班の中に、中東班や アフ リカ班を

擁 して、研究を進めて きた。であるが、研究遂行上の課題はまるで、絡み合 った糸のようで、

容易にときほ ぐれそうにない。

各班 はそれぞれに 「地域研究」を続けてきて、それなりに成果を上げてきた。 しか し、それ

らを連ねて 「総合的地域研究」へ持 ち上げるのに相当の苦労を している。具体的に言 うと、東

南アジア と中東 とアフリカの間には、相当に大 きな差があり、班ごとの研究手法にも差があっ

128



て、そのために、 それ らを結び合 わせて、全体像を出す ことが極 めて難 しいのである。

そ うした中で、前年度には一応の作業仮説を出 して、研究 のワンステ ップ とした。世界 には

三つの類型の違 った地域があるのだから、それぞれの類型内では別種の研究方法があって、よ

いではないか、というのが結論であった。三つの類型というのは具体的に言 うと 「森優勢地域」、

「農耕地優勢地域」、 「砂漠 ・草原 ・海=複 合」といったもので ある。 「森優勢地域」 とは東

南アジアやアフリカな どで、ここでは生態を基礎において分析を進めると、比較的地域が捉え

やす い。 「農耕地優勢地」 とは中国やイ ンドな どだが、ここでは統治論理 とい った ものが、分

析の主軸になりうる。 「砂漠 ・草原 ・海一複:合」 とした所では、交易網等のネ ッ トワークを中

心に据えると分析が容易である。だか ら、それぞれ、進め易い方法で研究を進 めてみよう、 と

い うことであった。

しか し、一方では 「地域間研究」こそが 「総合的地域研究」への接近の一方法ではなかろう

か、 ということで、異地域 との比較を始めてみた。すでに 「南ア ジアと東南アジア」、 「中東

と東南アジア」 という二つの地域 との比較を試みて見 たのだが、地域 によ り視点の据え方が異

なるので、地域間研究 に否応な く付随す る問題が顕在化 してきたのである。東南アジアか ら発

想する時には、 しばしば生態偏重になっている し、南 アジアや中東側か らはイデオ ロギーや交

易ネ ッ トワークといったことに偏 りがちである。両者 はしば しば、行 き違いになっているので

ある。

この視点の違いは研究者のディシプ リンの違いか ら来る部分 もある。 しか し、同時に、地域

の違 いその ものを反映 しているのである。だか ら、無理矢理、その視点を変えることも必ず し

も正 しいことではない。地域の個別性を本当に主張 しなが ら、 しか し、同時にその地域 とは全

く異なる個性をもつ地域を比較 してい く。 ここの所に既存の学問では解 きえないような難 しい

問題がある。今後 も残 された極めて大 きな問題である。
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「焼 畑 農耕 と平 準 化 」 大 塚柳 太 郎編r講 座 地 球 に生 き る3資 源へ の 文化 適 応 』雄 山閣 出版,pp.

121-145,1994.

「変 貌 す る 民族 社 会 と地 域研 究 新 世界 秩 序 を 求 め て」r総 合 的 地 域研 究 』NO.6,pp.8-10,1994。

「ア フ リカ に お け る地 域 性 の形 成 を め ぐって 」 『地 域 性 の形 成 を め ぐって 』 重 点領 域 研 究 「総合 的地

域 研 究 」 成 果報 告書 シ リーズ:NO.2,pp。8-12,1994.

130




